
様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 91ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり ●

なし

あり

なし

あり ●

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●
持続的なまちづくり

体制の構築
事業効果の検証及び事後評価（第三者機関からの意見）

都市再生整備計画に記載し、実施できた

検証及び事後評価を行い、今後のまちづくりに反映させる。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

住民説明会

都市再生整備計画に記載し、実施できた
地域住民に対し、事業内容についての説明を行った。今後も、地域住民か
らの要望を聞き取り、まちづくりに反映させていく。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

老朽化した狭小な跨線橋に替わり、伊達紋別天望線（自由通路）を整備したことにより、歩行者の安全性・快適性の向上した歩行者空間が形成された。また、災害時の一時避難場所としても指定されており、地域防災施設の役割も担っている。

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

指標５

指標４

H30 184 △
駅南集会所の供用開始がＨ31年3月であり、実績値を
測定できないことから、Ｈ31年10月ごろにフォローアップ
を行い、総合的な評価を実施する。

平成3１年10月指標３ まちづくり会合数の増 回/年 163 H22 200

H30 545 ○
自由通路整備により、安全性・快適性が向上したことか
ら、利用者の増加につながったと考えられる。指標２ 自由通路利用者数 人/日 479 H20 500

H30 ― ―
一部施設がＨ31年3月整備完了予定のため、供用開始
後、満足度アンケート等により評価を実施する。 平成3１年度内

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

指標1 災害対策への満足度 ％ 51.7 H19 60

交付期間
の変更

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

当初計画
から

削除した
事業

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

道路（駅前１号線歩道バリアフリー化改良事業、伊達紋別天望線整備事業、北星東線整備事業）、高質空間形成施設（停車場通歩道部グレードアップ整備事業）、高次都市施設（駅南集会所整備事業）

事業活用調査（事業効果分析事業）、地域創造支援事業（北星福祉会館解体事業、JR跨線橋解体事業）

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

北海道 市町村名 伊達市 地区名 中心市街地地区（第２期）

平成29年度～30年度 事後評価実施時期 平成30年度 交付対象事業費 603百万円



様式２－２　地区の概要

単位：％ 51.7 H19 60 H30 － H

単位：人/日 479 H20 500 H30 545 H30

単位：回/年 163 H22 200 H30 184 H28

単位： H H H

単位： H H H

まちの課題の変化

・自由通路が整備されたことで、歩行者の安全性・快適性の向上を図られ、従前の跨線橋の利用者数を上回る利用実績がある。
・駅南集会所の整備により、まちづくり会合数の増加を見込めることから、まちづくり団体等の活性化につながることが予想される。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・事後評価については、定量化された指標のみを単純に調査するのではなく、フォローアップにて実施するアンケートの中で本事業がまちづくりや災害対策へ寄与していると客観的に判断できる事項を調査するとともに、そこからみえ
てくる課題を明確にすることで、今後のまちづくりの方策に反映させることとする。
・住民の意見のほか、事業に一貫性をもたせた客観的な専門家の意見を反映させるため、計画段階から事後評価に至るまで同一の第三者機関との協議を行うこととする。

大目標：人々が安全・安心に暮らせ、地域コミュニティ豊かな魅力的なまちの創造
 目標１：自然災害などから地域住民の生命や財産を守るため、一時避難施設の整備を行い、安全・安心に暮らせるま
ちづくりを行う。
 目標２：歩道や自由通路等の歩行空間の整備により、歩行者の安全性・快適性の向上を図る。
 目標３：広場やコミュニティセンターの整備による、地域もコミュニティ活動の活性化を図る。

災害対策への満足度

自由通路利用者数

まちづくり会合数の増

中心市街地地区（第２期）（北海道伊達市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

駅南集会所整備事業
北星東線整備事業

伊達紋別天望線整備事業

停車場通歩道部グレードアップ整備事業

駅前１号線歩道バリアフリー化改良事業



都市再生整備計画事業事後評価に係る今後のスケジュールについて

【今後のスケジュール】

【今後のスケジュール（フォローアップの実施予定）】
平成31年３月の供用開始となる施設に対する評価ついては、一定期間の経過後、フォローアップを

実施することで、事業成果の再確認を行います。


